
 

 

危機管理連絡会議 

 

 

 

          日時：令和７年６月２１日（土）１１時００分  

       場所：県庁４階 災害対策本部室 
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 ○マダニによる「重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）」等の感染予防について 
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県内において、今年に入り初めて、重症熱性血小板減少症候群（SFTS)患者１名の発生
が確認されました。
「重症熱性血小板減少症候群（SFTS)」は、SFTSウイルスを保有するマダニに刺咬され

ることで感染するとされており、発症すると重症化することもあるため注意が必要です。
また、マダニは、春から秋（３月から１１月頃）にかけてが活動期であり、今後も患者

発生の可能性があることから、県民の皆様に対し、広く注意喚起を行うものです。

【今回のSFTS患者の状況】
１ 患 者：美波保健所管内在住の80歳代女性
２ 主な症状等：発熱、血小板減少等
３ 感染原因（推定）：屋外作業でのマダニによる刺咬
４ 経過等：・6月18日 発熱

・6月19日 医療機関受診
・6月20日 医療機関から美波保健所に行政検査の依頼。

保健製薬環境センターでの確定検査により、
「SFTSウイルス」に感染していたことが確認された。

・現在、入院加療中

【徳島県医学・感染症専門員 馬原 文彦先生からの注意喚起】

１ マダニに咬まれないことが重要です。草むらや山など、マダニが生息する場所に入る
際は、長袖・長ズボン、手袋、首にタオルを巻くなど肌の露出を避けましょう。

２ 屋外活動後は入浴しマダニが付着していないか注意深く全身を確認しましょう。
３ マダニに咬まれた場合は、無理に引き抜こうとせず、医療機関で処置してもらってく

ださい。
４ マダニに咬まれた後1～2週間は、発熱、嘔吐、下痢などに注意しつつ、発熱等の症状が
あった場合は、直ちに医療機関を受診しましょう｡

※ なお、マダニによる刺咬は、SFTS以外にも日本紅斑熱などの複数の感染症を引き起
こします。春から秋にかけてマダニに咬まれないように注意してください。

※ SFTSを含む動物由来感染症の感染を防ぐため、ペットとの過剰なふれあいや野生動
物との接触は避けましょう。

徳島県では、県ホームページへの掲載、また、関係機関や市町村に対してリーフレット
を作成し配付することにより、マダニによる感染予防を呼びかけています。

【参考：近年の発生状況】

※全国の発生状況については2025年4月30日現在

【当感染症発生時の発表取扱い】
SFTSは、四類感染症に分類されており、通常は県感染症情報センターから届出数等の公

表を行っておりますが、今回は、県民の皆様への注意喚起等「感染対策上の必要性」から、
特に個別発表を行うものであります。患者等の個人情報については、プライバシー保護の
観点から、特定されることがないよう、格段の御配慮をお願いします。

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025(速報値)

全国　感染者数 102 75 111 116 134 120 12

うち死亡者数 5 5 9 12 9 11 1

徳島県　感染者数 9 0 3 1 4 0 1

うち死亡者数 1 0 1 0 1 0 0
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出典：国立健康危機管理研究機構 感染症情報提供サイトホームページ
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/route/arthropod-borne/030/190730madanitaisaku.pdf 


